
 

 

 

 

   ８月３１日に、文部科学省より、「次期学習指導要領等に向けた審議まとめ

（素案）」が公表されました。「基盤となる考え方」の１つとして、「（子供が）当

事者意識を持って、自分の意見を形成し、対話と合意ができる」ことが示されて

います。今年度、従来の「大運動会」を「スポーツフェスティバル」に発展させた 

背景の一つに、「児童の意見表明権を尊重し、学校運営に関する当事者意識

の醸成を図る」ことがあります。「（素案）」には、以下のような記述があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左沢小学校だより 

令和８年 ９月２４日 ＮＯ.５ 

スポーツフェスティバルの開催に向けて  校長  白田 克幸 

【内容の見直し】 

○  学校行事について、「子供たちが創造する活動」であることを明確化 

【子供たちが創造する活動としての学校行事の位置付け】 

○  学校行事の「統合的な理解・総合的な発揮」については、「よりよい学校生活に資す 

る体験的な活動を主体的に創造する」ことを明記 

    ○  子供たちが学校行事の意義を理解し、企画や運営に関わることを含めて主体的に 

役割を担い、協働しながらよりよい学校行事を創造することは重要 

 

6/19発  ６年通信より  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 読書の秋到来 身近にある本のページを開いてみませんか  
  AI 時代が到来し、日々その影響力を増す中で、前掲の「（素案）」でも読書に関し

ては「大きな課題となっている読書習慣の形成」とされています。一方で、若者を中心

に、「デジタル疲れ」によるリアルな世界への回帰がなされている報道もあります。 

読書は、身近で手軽で、しかも学びの多い営みであり、生涯にわたって楽しめるも 

のです。高いストレス解消効果もあるそうです。あまり難しく考えずに、「時間がある時

に」「読みたいものから」「短時間で」読書に取り組んでみることを伝えてまいります。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  本校の重点あかるくに「主体的・協

働的な学びが創出する『児童主体の

教育活動』の推進」を掲げており、ス

ポフェスへの先進的な取組は、それが

具現化された姿であると考えます。 

 ３階多目的ホールなどに板書され

ている５・６年生の話合いの足跡を読

み、とても嬉しく頼もしく感じるととも

に、その創造力に驚いています。 

 

 

 

５年生も企画に合流！  9/4発 ５年通信より  

  前掲の「（素案）」では、２０２５年６月のスポーツ基本法改正により、従来の「する」「みる」

「支える」「知る」に「集う」「つながる」の要素が加わり、体育の学習においてもスポーツの

多様な楽しみ方を児童が感得できるようにすることが一層求められていくことが示されてい

ます。児童が願っている「自分たちで創り上げる」「全員が楽しめる」スポーツフェスティバル

になるよう、私達教職員も PTA保体部の皆様と連携し、全力でサポートしてまいります。 

   

 

 

１日（木）ＰＴＡ学年部街頭指導    ２０日（火）＊10/17延期の場合 

２日（金）キャリアトーク（５・６年）       スポーツフェスティバル 

    人権の花植栽（２年）     ２２日（木）秋刀魚の学習 

５日（月）英語活動（２年）            （１・２年 本東小と） 

６日（火）公共交通機関乗り方教室         クラブ⑤ 

（５・６年 本東小と）         グラウンドゴルフ（運動ク） 

７日（水）左沢線利用学習（１年）         アルミ缶回収 

８日（木）クラブ④          ２３日（金）学校運営協議会② 

１０日（土）５年ＰＴＡ行事             サクラマス放流（４年） 

１２日（月）スポーツの日              アルミ缶回収 

１４日（水）読み語り⑥         ２６日（月）Ｑ－Ｕアンケート②期間 

１７日（土）スポーツフェスティバル   ２７日（火）秋探し・焼芋（１年） 

＊延期の場合は授業３校時        グラウンドゴルフ（３年）            

１９日（月）振替休業日（10/17分）    ２９日（木）委員会⑤ 代表委員会 

お忙しい中、個人面談へのご協力、ありがとうございます。今後とも、よろしくお願いいたします。 


